
　　　　　

令和　5　年　2　月　15　日　発行

株式会社　宇喜多工業

エコアクション21　環境経営レポート

【 令 和 4 年 度 版 】

運用期間　：　令和　4　年　１　月　～　1２　月



  １．組 織 の 概 要

（１）　名称及び代表者名
株式会社　宇喜多工業  代表者名    宇喜多　宗茂　

（２）　所在地

・本社 福岡県直方市大字植木1032-3
・機材置場 福岡県直方市大字植木2188-1
・中間処理場 福岡県直方市大字植木95-3

（３）　環境責任者、担当者、連絡先

・環境管理責任者 藤本　秀人
・環境管理業務担当者 宇喜多　美句
・連絡先 TEL : 0949-23-0150 FAX : 0949-23-0151

E-mal　: ukitakougyou@topaz.ocn.ne.jp

（４）　事業内容

・事業の内容 一般建設業

産業廃棄物収集運搬業/産業廃棄物処分業
・許可内容 福岡県知事　一般　第　97991　号

土木工事業/とび・土工工事業/舗装工事業
水道施設工事業/解体工事業
産業廃棄物収集運搬業　
産業廃棄物処分業

（５）　法人設立年月日 平成　15　年　2　月　5　日

（６）　資本金 ６００万円

（７）　事業規模
・事業の規模 令和 4年度　解体工事業施工件数：６6件

単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

百万円 450 327 427 503
人 13 17 25 20
㎡ 500 500 500 500
t 477 203 306 1,319
ｔ 477 203 306 250

（８）　事業年度

・当社の事業年度　 １月～１２月

（９）　認証・登録の範囲

1)対象事業所 全組織
2)事業活動

産業廃棄物中間処理業・産業廃棄物収集運搬業

土木工事/とび･土工工事/舗装工事/水道施設工事/解体工事

許可番号　4000104667
許可番号　4020104667

売上高

   　　　　　舗装工事業、水道施設工事業）
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従業員数
事業所面積

収集運搬量(自社運搬)
中間処理量

一般建設業（解体工事業、土木工事業、とび・土工工事業、　



（１０）　保有車両・アタッチメント・重機

規　模 規　模

日野  H 15年式 3,700kg 8m3/ 2台
日野  H 17年式 3,650kg 10m3/ 2台
日野  H 24年式 3,600kg 8m3/32台
日野  H 24年式 2,000kg 4m3/ 4台
日野  H 28年式 10,600kg  3m3/ 2台
日野  H19年式 7,200kg  8m3/ 2台

 22m3/ 2台

1 TSW-620 1

TSW-950 1

TSW-1100 1

1 TSW-1200V 1

TSW-1400 1

TSRC1000 1

(S造・RC造兼用)

TSWD-1200 1

TSWD-1700 1

 2台  8台

1 OSC-70A 1

OSC-135A 2

OSC-200A 3

1 OSC-360B 1

 2台  7台

2 0.1用~0.3用 3

1 0.45用 3

1 0.7用 3

1 1.4用 1

1 1.4用 1

 6台 11台

1 0.06用 1

0.7用 1

 1台  2台

スケルトンBK

0.45用

0.7用

フォーククロー

0.4・0.7兼用

脱着装置付4t車

脱着装置付4t車 強化型コンテナ　瑞　穂

屋根付コンテナ　瑞　穂

0.06・0.1用

0.2用

脱着装置付4t車 強化型コンテナ　瑞　穂

強化型コンテナ　瑞　穂

小 割 機

フォーククロー スケルトンBK

TS-S660C

(30ｔ～40ｔ)

0.3用
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ユ ニ ッ ク 7ｔ車

脱着装置付10t車

脱着装置付2t車

鉄骨切断機
（TS-S）

TS-S550C

(20ｔ～25ｔ)

大割機
（TS-W）

鉄骨切断機
（TS-Ｘ）

(30ｔ～40ｔ)

TSW900XCU

(20ｔ～25ｔ)

TSW650XCU

車名・型式等 車名・型式等

強化型コンテナ　新 明 和

強化型コンテナ　新 明 和

強化型コンテナ　瑞　穂



台数

コベルコ建機日本㈱ SK17SR-5 解体仕様機 0.06㎥ 2

コベルコ建機日本㈱ SK30SR-6 解体仕様機 0.1㎥ 2

コベルコ建機日本㈱ SK55SR-6E 解体仕様機 0.2 ㎥ 1

コベルコ建機日本㈱ SK70SR-2 ｾﾊﾟﾚｰﾄﾌﾞｰﾑ仕様 0.3㎥ 1

コベルコ建機日本㈱ SK135SRDLC-5 ｾﾊﾟﾚｰﾄﾌﾞｰﾑ仕様 0.45㎥ 1

コベルコ建機日本㈱ SK135SRDLC-5 ｸﾚｰﾝ仕様 0.45㎥ 1

コベルコ建機日本㈱ SK210DLC-10 ｾﾊﾟﾚｰﾄﾌﾞｰﾑ仕様 0.7㎥ 1

コベルコ建機日本㈱ SK235SRDLC-3
超ﾛﾝｸﾞｱｰﾑ

仕様 0.7㎥　 1

コベルコ建機日本㈱ SK235SRDLC-5
ｾﾊﾟﾚｰﾄﾌﾞｰﾑ

仕様 0.7㎥　 3

コベルコ建機日本㈱ SK350DLC-10 解体仕様機 1.4㎥　 1

コベルコ建機日本㈱ SK400DLC-9 超ﾛﾝｸﾞｱｰﾑ
ｾﾊﾟﾚｰﾄ兼用仕様 1.4㎥　 1

コベルコ建機日本㈱ SK550DLC-10 ｾﾊﾟﾚｰﾄﾌﾞｰﾑ仕様 1.6㎥　 1

コベルコ建機日本㈱ SK550DLC-10 超ﾛﾝｸﾞｱｰﾑ
ｾﾊﾟﾚｰﾄ兼用仕様 1.6㎥　 1
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大割圧砕機

大割圧砕機

大割圧砕機・小割圧砕機

大割圧砕機・小割圧砕機

大割圧砕機・小割圧砕機・油圧マグネット

リフティングマグネット

大割圧砕機

ラバウンティーシャー仕様

大割圧砕機・小割圧砕機

大割圧砕機・小割圧砕機

パワーショベル名称 規模及びアタッチメント

油圧ブレーカー

クローフォーク

クローフォーク



　
　
　　

備考

有 無

許可年月日

平成３０年７月１日

有効年月日

平成３５年６月３０日

許可年月日

平成３０年７月７日

有効年月日

平成３５年７月６日

許可年月日

令和３年１１月１５日

有効年月日

令和８年１１月３日

備考

許可年月日

平成３１年２月４日

有効年月日

平成３６年２月３日

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

〇〇

〇 なし

積替保管施設の
所在地及び　　　面
積、許可　　　　の

条件

〇〇 〇 〇

動
植
物
性
残
渣

ゴ
ミ
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
等

廃
油

建
設
廃
材

〇 〇 〇

ば
い
じ
ん

〇 〇 〇

（１１）産業廃棄物収集運搬許可一覧

産業廃棄物収集運搬業 許可項目

都道府
県

及び
政令都
市

積替
保管

許可の年月日
及び有効年月日

許可番号

燃
え
殻

汚
泥

繊
維
く
ず

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

紙
く
ず

木
く
ず

福岡県 〇 04000104667 〇 なし

大分県 〇 04408104667 〇 〇

〇 〇

なし〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

産業廃棄物処分業 許可項目

〇熊本県 〇 04305104667 〇 〇
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〇 選別

　

〇 〇 〇 〇福岡県 04020104667 〇〇 〇
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②　選　別　機　に　よ　り　粗　選　別　　

 ③　人　力　手　選　別　

④　各　品　目　仕　分　け

（１２）産業廃棄物中間処理場(選別)処理フロー図

①　 廃　材　受　入　　

⑤　リ　サ　イ　ク　ル　及　び　他　社　処　分　場　へ　運　搬

（　機械　）選別機（　処理能力　）１５．１ｔ/ 日  ８時間



代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ

・ 経営における課題とチャンスを明確にする

・ 環境方針を作成・見直し、従業員に周知する

・ 環境管理責任者、EA２１事務局員を任命する

・ 環境への取組を実施するための資源を準備する

・ EA２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

・ EA２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、

実行し、環境実績を向上させる

・ 毎年、環境目標、環境活動計画を作成する

・ ３カ月に１回環境目標の達成状況及び環境活動の計画の実施状況を確認・評価

・ 上記の結果を代表者に報告する

・ ３カ月に１回委員会を開催し、環境目標及び環境活動計画の実施状況を審議する

・ 環境管理責任者を補佐し、EA２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・

維持・集計・管理を行う

・ 社外からの環境情報の収集と伝達を行う

・ 環境方針、環境目標、環境活動計画を工事部全員に周知する

・ 環境目標達成のため責任をもって自部門の環境活動を推進する

・ 自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する

・ 自部門に関連する法規制等を順守する

・ 自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

・ 自部門の教育・訓練を実施する

・ EA２１文書及び記録類・基礎データの集計・情報管理の補助

・ 社内情報の伝達

・ 環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する

・ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

藤本 秀人

工事部門

経理・業務部門

全従業員

２．実 施 体 制 図

経理・業務部門

5人

宇喜多 宗茂

代表者

環境管理責任者

EA２１委員会事務局

(認証・登録の範囲)

産廃部門

（工事部門と兼務）工事部全体

EA２1委員会事務局

所属
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役割 ・ 責任 ・ 権限

代表者

環境管理責任者

工事部門
産廃部門



3. 環 境 経 営 方 針

♦基本理念♦

株式会社　宇喜多工業は、事務所における環境負荷を低減させる取り組みのほか、

環境負荷の低減に資する作業の採用、建設現場及び中間処理場における様々な

環境配慮等に積極的に取り組みます。

そのためエコアクション21に基づく環境経営システムを構築･運用することにより、

継続的かつ着実に環境保全活動を行い、次世代に継承できる環境の実現を目指すと共に、

環境経営の継続的改善を実施します。

♦行動指針♦

環境システムを構築･運用し、環境負荷の低減を継続的に推進します。

そのために以下の事項を重点的に取り組みます。

1. 二酸化炭素排出量低減に取り組みます。

使用エネルギー(電気、ガソリン、軽油)の削減に努めます。

2. 廃棄物の排出量

分別を徹底してリサイクル率を向上します。

3. 水使用量の削減

節水に努め、水使用量を削減します。

4. 環境負荷の低減に資する提案・設計を推進します。

5. 事業活動に関連する環境関連法規等を遵守します。

6. この環境経営方針は、従業員全員に周知するとともに、研修や教育を行い

環境保全に向けた意識の向上に努めます。

7

平成30年9月13日　制定

令和3年2月15日　改定

株式会社　宇喜多工業

代表取締役　宇喜多　宗茂



（基準）

令和２年度
令和３年度

(1％)
令和４年度

(2％)
令和５年度

(3％)

kgｰCO2 331,041 327,731 324,420 321,110

ｋWh 6,960 6,890 6,821 6,751

ｋWh 81 80 79 78

ℓ 115,240 114,088 112,935 111,783

ℓ 8,870 9,200 9,100 9,000

ℓ 1,910 1,540 1,530 1,520

ｋg 210 208 206 204

ｋg
95％以上の

維持
95％以上の

維持
95％以上の

維持
95％以上の

維持

㎥ 399 395 391 387

㎥ 50 49 48 47

枚 7,700 7,620 7,540 7,460

回/年 4 4 4 4

回/年 12 12 12 12

回/年 12 12 12 12

回/年 12 12 12 12

４．当年度及び中期環境経営目標
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＊化学物質は使用していない。

電気の使用量削減(中間処理場)

電気の使用量削減(本社)

無事故無災害推進

会社周辺掃除

5S活動の推進

＊電気の二酸化炭素排出係数は、九州電力の平成29年度調整後排出係数

　0.463(kg-ＣＯ2/kWh)を用いた。

灯油の使用量削減

一般廃棄物の排出量削減

建設廃棄物再資源化
率95％以上の維持

水使用量の削減(本社)

コピー用紙削減

環境負荷低減に向けての
提案の実施

水使用量の削減(中間処理場)

項　　目 単位

目　　標

二酸化炭素排出量の削減

軽油の使用量削減

ガソリンの使用量削減



５．当年度の主要な環境経営計画

(1)電気使用量の削減

・エアコンの設定温度

・こまめに節電

(2)軽油・ガソリンの使用量削減

・配車管理の見直し

・車のアイドリングストップの実施

・ルートの検討・見直し

・車のエコ運転の実施

(３)廃棄物の排出量削減

・事務所からの発生物の分別管理の実施

(４)水使用量の削減

・洗車時のこまめな節水

・ストッパーの利用

(５)コピー用紙の削減

・裏紙の利用

・電子マニフェスト推進

(６)環境負荷低減に向けての提案の実施

・分別解体の徹底

・省エネ運転の実施

・トラック・重機にはアドブルーを使用する

(7)ボランティア活動等

・毎月1回、会社周辺の清掃活動を行う

・5Sの推進

・無事故、無災害の推進

(8)工事現場での取り組み

・建設機械等の燃料の削減

・騒音や振動の削減

・粉じん発生の低減

・キレイな現場を保つ

・現場周辺の清掃活動
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６．目 標 の 実 績

令和２年度 令和4年 令和4年

（基準年） 目　標 実　績

kgｰC０2 331,041 324,420 331,969 ×

ｋWh 6,960 6,821 9,311 ×

ｋWh 81 79 202 ×

ℓ 115,240 112,935 117,597 ×

ℓ 8,870 8,693 8,599 〇

ℓ 1,910 1,872 1,730 〇

ｋg 210 206 180 〇

ｋg 95％以上の維持 95％以上の維持 94.3％以上の維持 ×

㎥ 399 391 351 〇

㎥ 50 48 116 ×

枚 7,700 7,540 7,000 〇

回/年 4 4 4 〇

回/年 12 12 12 〇

回/年 12 12 12 〇

回/年 12 12 12 〇無事故無災害推進

電気の使用量削減(中間処理場)
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灯油の使用量削減

ガソリンの使用量削減

軽油の使用量削減

5S活動の推進

会社周辺掃除

環境負荷低減に向けて提案の実施

評  価項　　目 単位

水使用量の削減

コピー用紙削減

二酸化炭素排出量

電気の使用量削減(本社)

建設廃棄物再資源化率
95％以上の維持

一般廃棄物の排出量削減

水使用量の削減(中間処理場)



７．環境経営計画の取組結果とその評価

７－１．二酸化炭素排出量の削減
(1)二酸化炭素排出量の削減

＊ 二酸化炭素排出量削減について引き続き考え、取り組む。

(2)電気使用量の削減
＊ 電気使用量については、不要時の照明消灯・パソコンの電源オフ等の徹底等行ったが、

夏、冬のエアコンの使用量が増えたため、削減に繋がらなかった。再度、周知徹底を行う。

(3)軽油・ガソリンの使用量削減
＊ トラック、重機のアイドリングストップの推進、エコ運転心掛けを行った結果、

ガソリン使用料は目標達成。軽油においては、県外の現場があったため使用量が増加。

(4)灯油の使用量削減
＊ 冬季のみ使用の灯油に関しては、昼間の外気温上昇時は電源を切る、エコモードでの

使用や設定温度管理を徹底を心掛けた。引き続き管理を行う。

７－２．産業廃棄物の削減
＊ 一般廃棄物については、分別管理により目標を達成。

＊ 産業廃棄物についても、種類・排出量等を把握し適正な収集運搬・処分を行った。

７－３．水使用量の削減
＊ 排出水の削減取組については、洗車時の細かな節水活動を推進、手洗い時の節水の

徹底により目標を達成。

＊ 中間処理場では、粉じん防止のため散水を行ったため使用料が増加した。

７－４．コピー用紙使用量の削減
＊ コピー用紙については裏紙使用・印刷時の再度確認により目標を達成。

７－5．環境負荷低減に向けて提案の実施
＊ 分別解体の徹底

＊ 省エネ運転の実施

＊ トラック・重機にはアドブルーを使用する。

７－５．その他の活動
＊ 引き続き会社周辺の清掃を定期的に行った。
＊ 環境に配慮した工事施工については、５S活動を中心にきれいな環境を

保つようにしている。

７－６．工事現場での活動
＊ 散水の徹底や重機の騒音、振動に気を付けて作業をした。

＊ 騒音・振動の少ない重機の使用。
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8．次年度の取組内容

9．環境関連法規などの遵守状況及び違反・訴訟等の有無

10．代表者による全体評価と見直しの結果

12

目指します。

関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等も無し。

遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反は該当しない。

今回の取組に関連する環境法規などの内容、及びそれらの

エコアクション21の活動をはじめ４年が経ちました。

引き続き、事業所・建設現場における環境負荷を低減させる取り組み、

環境負荷の低減に資する作業の採用など社内全員で協力し、

当社が遵守しなければならない主な環境関連法規等は次の通りです。

次年度も、環境負荷の削減・低減を目指した取組を継続します。

取り組んでいきます。電気使用量などの未達成のものは次年度へ向けて

計画的に改善し、目標達成に努めましょう。

さらなる環境意識の習慣化を目指し、次年度も社内全員で協力し、

エコアクション21の活動に取り組んでいきましょう。

また、目標未達成のものは再度計画、周知徹底を行い、次年度は達成を

〇廃棄物処理法 〇建設ﾘｻｲｸﾙ法 〇オフロード法 〇騒音規制
法 　〇振動規制法 〇大気汚染防止法 〇フロン排出抑制法
〇建築物の解体等対策マニュアル  〇労働安全衛生法


